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A survey of attitudes about science classes learned at elementary school, 
junior high school, and high school of students taking  






















































思う）の 5 段階で回答してもらった。 
 
①授業は面白かった。 
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ⅰ、小学校 3.2、中学校 2.8 であり、これは全員
の場合の中学校の 3.3 よりもむしろ低くなってい
る。 
ⅱ、高等学校の 3.8 は、全体の 2.9 よりもかなり
良い値となっている。 
③授業で観察・飼育・栽培などが多かった。 
ⅰ、小学校 4.3、中学校 3.2、高等学校 2.7 であ
り、これはいずれも履修者全員の各校種平均よりも
大きい。 




ⅰ、小学校 2.7、中学校 3.2 であり、これは履修
者全員の平均値とほとんど同様である。 
ⅱ、高等学校では 3.3 であり、全員の平均 3.2 と
ほぼ同じである。SSH であるから平均 4.0 以上を
期待していたことからはかなり低い。 
⑤授業以外でも科学的な思考の機会が増加した。 







学校は 3.8 で、全員の平均 3.3 より大きい。 





ⅰ、小学校 3.0、中学校 3.0 で全員の平均小学校
2.7、中学校 2.8 よりも大きくなっている。 







 全員 40 名、男子 30 名、女子 10 名、SSH6 名、
私立 7 名について以下のグラフのようになった。 
 
①受業は面白かった。 
















































SSH が 2.7 と他よりも高くなっている。 
④受業で科学的自然観を意識できた。 
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